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スタグナントスラブを「診る」ための海底地震・電磁気長期観測の開始

Research on the stagnant slab by long-term BBOBS and OBEM arrays
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2004年から 5年間の期間で開始した特定領域研究「スタグナントスラブ：マントルダイナミクスの新展開」(領域代表
者：深尾良夫)で大きな鍵を握る,フィリピン海・北西太平洋での広帯域海底地震計と海底電位磁力計によるのべ 3年間
に渡る長期観測を 2005年 10月に開始した。スタグナントスラブとは,海溝で沈み込んでいった海洋プレートがマント
ル内の深さ 670km遷移層付近で滞留している現象で,実際のマントル対流というものを理解する上ではその原因・実態
を解明することが重要な鍵となる。この目的での海底長期観測を開始するため、海洋研究開発機構の研究船「かいれい」
KR05-14航海により 18観測点において広帯域海底地震計 12台および海底電位磁力計 11台を設置した。本発表ではその
研究目的・観測計画・本航海の経過などを紹介する。


